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主
な
見
学
地

一
、

洗

谷

只
塚

鑓

え
時

代

の
貝

塚
遺

跡

で
、

県

内
量

大

規
模

を
誇

る
。

広
範

囲

に
遺

物

包
合
層

が
広

が

る
が
、

正
式

な
調
査

報

告
書

が
出

て

い
な

い
た

め
、
詳

”

は
不
明

で
あ

る
。

今

日
は
小
林

さ

ん

の
ご
好
意

で
、

出

土
道

物

の

一
部

を
見

学
す
る
。

二
、
洗

谷
銅

山
琳

江
′
時

代

初
期

に
野

々

口
主

国

が

『
革

′
記
』

で
触

れ

た

「
か
な

山
」

の
跡

と
考

え

ら

れ

る
。

従
来
、

主
回

の

言
う

「
か
な

山
」

は
、

宝

山

（
サ
見

山
）

に
存
在

し
た

と
考

え
ら

れ

て
き

た
が
、

今

日
そ

の
跡

は
島

側

の
谷
筋

に
存
在

す

る

こ
と
が
判

明

し
た
。

最

坑

二
ヶ
所

が
存

在

す
る
。あ

ろ

う

だ

に

二
、
荒

尾
谷

現
在
、

新

県
道

や
グ

リ
ー

ン
ラ
イ

ン

の
建

設

で
見

る
影

も
な
く

な

っ
た
が
、

洗

谷

の
舌

か
ら
脅
島

に
か
け

て
の

谷
あ

い
は
静

か
な
景
勝

地

で
、

橋

山
城

下

の
文

人
た
ち

が
清

難

に
訪

れ
た
場

所

で
あ

る
。
か

の

『
備
陽

六
郡
恙
』

の
著
者

営
原
氏

も

こ
こ

で
青
年

期

の
鬱

病
を
な

し
た

と

い
■ヽ
′。

瀬
戸

町
の

一
部

で
、
南

・
●

は
熊
野
町
、
東

は
水
呑
町

に
す
る
。
ネ
呑

八
幡

の
御
沖
体
を

一
時
姜
五

し
た
場
所

と
言
う

『
叫

八
格
』

や
式
内

『
此
古
佐
須
使
神
社
』
が

存
在
す
る
。

延
喜
式

内

社
、
備
後

日
沼
離
郡

二
座

の
う
ち

の

一
つ
て
、

か

つ
て
は
彦

山

の
中

腹

に
鎮

座

し
た
が
、

明

治
時

代

の

ロ

志 し

口
だ

原 i

五

此 .

古 こ

佐 さ

須す

使 さ

神
社



中
項
現
在
地

に
移
転
す
る
。
え
は
彦

狭
島
命
を
祭
神

と

し
、
江
戸
時
代

に
は

「
彦
人
明
神
」
と
呼
ば

ｋ
て

い
た
。

え
来
彦

山
を
御
沖
体
と
し

て
祭

っ
た
、
古
代
信
仲

の
名

残
を
伝
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、

彦

山

標

高

ロ
ニ

０

メ
ー

ト

ル

の
山

で
南

を

除

い
て
二
方

か
ら

秀

麗

な

山
本

を

塑

む

こ
と

が

出

来

る
。

苦

代

信

仲

の
名

残

を

と

ど

め
た

山

で
、
光

古

佐

須

使
神

社

の
旧
社

地

は
、

本

来

、

こ

の
山
を
御

神

体

と

し
た

「
れ

拝

所

（
拝

殿
と

で
あ

っ
た

と
考

え

ら
根

る
。

山
頂
南

側

に
上
器

の
業
布

す

る
祭

祀
遺

跡

が
存
在

し
た

と
伝

な
ら

れ
る
が
、

今

日

の
下
見

で
は
発
見
す

る

こ
と
が
出
来

な

か

っ
た
。

七
、
え
林

池

農

業

用

の
た

め
池

と
し

て
昭
和

二
六
年

に
修
集

工
事

ド

鬼
咸

じ
現
在

の
規
模

と
な

っ
た
。

池

の
方

は
、
中

世

の

「
光
林
寺
」

の
旧
跡

に
由
来

す

る
一

寺

跡

は
水

面

下

に

沈
ん

で
現
在
み
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
「
水
野
記
』
に
よ

る
と
、
室

町
時

代

の
備
後
守
護

山
名
た

の
薔
提
寺

で
あ

っ
た
と

い
う
。

入
、

７
谷
城
跡

今

日
は
、

時

間

と
え
気

が

あ

っ
た
ら
見

学

す

る
。

コ
ン

パ

ク
ト

に
ま

と
ま

っ
た
中

世

の
山
城

跡

で
、

官
民

や
渡

辺
氏

が
居
裁

し
た

と
伝

え

る
。

熊

野

か
ら

口
尻

へ
起

え

る
街
道

の
押

さ
え
に
集

か
れ
た
裁
郭

で
あ

る
。

九
、

軍

原

戦

口
時

代

の
合
戦
場

の
跡

と
伝

え
、
か

つ
て
は

「
人
枡
」

と
呼
ば

れ
る
二
塁

で
日
ま

根
た
高

ま

り

が
あ

っ
た

と
言

う
。

伝
承

で
は
、

山

口
の
領
上

で
あ

っ
た
官
長

門

民
部

左
衛

門
尉
体
定

が
、
こ
の
地

で
渡

４
違
中
学
未

と
戦

い
、

敗
れ

て
討
ち
死

に
し
た
と
言
う
。
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